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昭
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六
十
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年
五
月
二
十
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日
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四
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

敎
科
書
の
檢
定
と
採
擇
制
度
及
び
其
れ
に
關
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

原 
 

健 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

滝 

沢 

幸 

助 

 

一 

 



 

戰
後
我
が
國
の
敎
育
制
度
は
ア
メ
リ
カ
敎
育
使
節
團
の
助
言
に
よ
り
改
革
さ
れ
て
以
來
、
憲
法
と
敎
育
基
本
法 

 

に
則
り
つ
つ
も
數
次
の
改
變
を
加
へ
ら
れ
今
日
に
至
つ
て
ゐ
る
。
こ
と
に
先
般
の
臨
時
敎
育
審
議
會
の
答
申
は
多 

 

く
の
示
唆
に
富
む
と
雖
も
、
な
ほ
充
た
ざ
る
も
の
少
し
と
せ
ず
、
最
も
中
心
的
課
題
た
る
「
敎
科
書
の
檢
定
及
び 

 
 

採
擇
制
度
」
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
抜
本
的
な
改
革
が
急
が
れ
て
ゐ
る
と
の
所
信
に
基
づ
き
政
府
の
見
解
を 

 
 

質
し
た
い
。 

一 

敎
科
書
檢
定
制
度
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て 

 

(一) 

敎
科
書
檢
定
基
準
の
う
ち
、
昭
和
五
十
七
年
、
中
國
よ
り
の
指
摘
に
よ
り
檢
討
し
追
加
さ
れ
た
⑮
「
近
隣 

 
 

の
ア
ジ
ア
諸
國
と
の
間
の
…
…
國
際
理
解
と
國
際
協
調
」
の
項
を
廢
止
さ
れ
る
考
へ
は
な
い
か
。 

仍
つ
て
質
問
す
る
。 

敎
科
書
の
檢
定
と
採
擇
制
度
及
び
其
れ
に
關
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

敎
科
書
の
採
擇
制
度
に
つ
い
て 

(一) 

最
近
敎
科
書
採
擇
を
め
ぐ
る
不
祥
事
、
又
は
不
正
、
壓
力
、
妨
害
等
が
多
發
し
て
ゐ
る
事
實
に
鑑
み
、
こ 

 
 

れ
ら
の
こ
と
の
再
び
生
じ
な
い
や
う
制
度
を
改
善
さ
れ
る
用
意
は
な
い
か
。 

(四) 

近
現
代
史
等
の
記
述
に
お
い
て
は
、
世
上
行
は
れ
て
ゐ
る
有
力
な
學
説
、
見
解
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
代 

 
 

表
的
所
論
を
併
記
し
、
以
つ
て
子
弟
を
し
て
中
正
廣
汎
な
學
識
を
養
は
し
め
る
べ
き
と
思
ふ
が
所
見
如
何
。 

(三) 

先
年
の
、
日
本
を
守
る
國
民
會
議
編
「
新
編
日
本
史
」
の
檢
定
に
際
し
て
經
驗
し
た
、
總
理
大
臣
、
外
務
大 

 
 

臣
な
ど
、
文
部
省
以
外
の
機
關
が
檢
定
に
關
し
て
指
示
又
は
助
言
な
ど
影
響
力
を
行
使
し
得
な
い
や
う
排
除 

 

の
規
定
を
加
へ
る
べ
き
と
思
ふ
が
所
見
如
何
。 

(二) 
文
部
省
及
び
檢
定
官
が
國
の
敎
育
方
針
に
基
づ
い
て
記
載
を
要
す
る
と
し
た
記
述
が
原
稿
本
に
缺
落
し
て 

ゐ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
之
を
記
述
す
る
や
う
、
著
者
に
對
し
積
極
的
に
勸
告
で
き
る
道
を
開
く
べ
し
と
考 

 
 

へ
る
が
政
府
の
所
見
如
何
。 

四 

 



 

 

五 

(二) 
右
に
つ
い
て
は
、
殊
に
地
方
敎
育
委
員
會
の
質
的
强
化
と
、
右
の
如
き
事
件
に
つ
き
罰
則
を
定
め
る
こ
と 

 
が
必
要
と
思
ふ
が
所
見
如
何
。 

三 

指
導
要
領
に
つ
い
て 

(一) 

指
導
要
領
の
改
定
の
有
無
。
改
定
あ
り
と
す
れ
ば
そ
の
骨
子
を
示
さ
れ
た
い
。 

(二) 

國
語
敎
育
に
お
い
て
常
用
漢
字
、
現
代
假
名
遣
ひ
に
こ
だ
は
ら
ず
廣
く
正
統
漢
字
及
び
正
假
名
遣
ひ
を
學 

 

ば
し
め
る
や
う
改
め
る
考
へ
は
な
い
か
。 

四 

敎
育
基
本
法
に
つ
い
て 

(一) 

敎
育
基
本
法
を
改
定
さ
れ
る
用
意
は
な
い
か
。 

(二) 

敎
育
基
本
法
に
お
い
て
比
較
的
に
問
題
と
さ
れ
、
將
來
檢
討
さ
れ
る
可
能
性
あ
り
と
思
は
れ
る
點
は
い
づ 

 

れ
か
。 

右
質
問
す
る
。 


